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神谷　直亮　神谷　直亮　

　1 月から 2 月にかけて、多種多彩な衛星
の打ち上げが行われた。
　 ま ず、1 月 12 日 に フ ィ ン ラ ン ド の
ICEYE 社が、2 機の合成開口レーダ地球観
測衛星をスペース X 社の「Falcon-9」ロケッ
トで打ち上げた。同社は、すでに 40 機の
衛星を運用しており、これで世界最大を誇
る 42 機体制になった。
　1 月 23 日 に は、 中 国 の Shanghai 
Spacesail Technologies社の「Thousand 
Sail」と呼ぶ低軌道周回衛星（LEO 衛星）
18 機が「長征 6A」ロケットで打ち上げら
れた。別稿「小型衛星による衛星通信サー
ビス」でも触れたが、これで同社は、72
機のコンステレーションを完成した。
　1 月 29 日には、Hisdesat 社の静止衛
星「SpainSat NG1」が「ファルコン 9」
ロケットで打ち上げられた。スペイン軍や
NATO（北大西洋条約機構）の使用に供す
る X バンドと Ka バンド中継器を搭載した
衛星である。
　同じく 1 月 29 日にインドの ISRO（宇
宙研究機関）が「GSLV Mk2」ロケットで
測位衛星「NVS-02」を投入した。同国の
SAC（宇宙応用センター）が運用する地域
航法衛星システム｛NavIC｝の衛星で、測
位や時刻サービスを提供する。「NVS-02」
も含め、現時点で 8 機が運用されている。
2 月 4 日には、Maxar Technologies 社の
光学地球観測衛星「WorldView Legion-5 
& -6」が「ファルコン 9」ロケットで打ち
上げられた。これで 6 機体制となり、高頻
度で高解像度 30cm の観測が実現すること
になった。
　一方、新規衛星の発注を調べてみると、
2 月に入って 3 件の衛星の発注が行われて
いる。
　まず、2 月 10 日に Space Norway 社
が「THOR-8」衛星をフランスのタレスア
レニアスペース社に発注した。Ku バンド
と Ka バンド中継器を搭載したこの衛星は、

新規衛星の打ち上げ新規衛星の打ち上げ

2027 年に打ち上げられる予定で、ヨー
ロッパはもちろんのこと、中東やアフリカ
をカバーする衛星となる。
　次いで、グローバルスター社が、「C-3」
と呼ぶ次世代 LEO 衛星 48 機をカナダの
MDA Space 社に発注した。アップルがグ
ローバルスター社の 20% 株主になってお
り、衛星とスマホ間の直接通信を実現する
ためのコンステレーション用と思われる。
　さらにモロッコの PanafSat 社が、2
月にタレスアレニアスペース社とアフリ
カ 23 か国をカバーする超高速通信衛星

（VHTS）の製作に関する覚書を取り交わ
した。この VHTS 衛星打ち上げの狙いは、
2030 年の FIFA ワールドカップ大会（モ
ロッコ、スペイン、ポルトガルで開催）の
備えと言われている。

スカパーJSATホールディングス社がスカパーJSATホールディングス社が
2025年第3四半期の決算を発表2025年第3四半期の決算を発表

　2 月 6 日にスカパー JSAT ホールディン
グス社が、2025 年 3 月期第 3 四半期の
連結業績の発表を行った。営業収益は、前
年同期比 8% 増の 919 億円となり、営業
利益も 7% 増の 213 億円を計上した。純
利益は、10% 増の 144 億円で、EBITDA
は 3% 増の 366 億円であった。4K 衛星
放送が終了したにもかかわらず、増収増益
となった要因としては、スペースインテリ
ジェンス事業の拡販と円安効果を挙げてい
る。
　今回の決算発表で特筆すべき点は、米
Planet Labs 社の低軌道地球観測衛星コン
ステレーションに約 400 億円の投資を行
い、衛星 10 機を自社で保有してビジネス
フィールドを拡大すると言う発表だ。言う
までもなく、狙いは高精細な観測衛星デー
タの活用により、日本の安全保障ニーズに
対応することにある。
なお、通期の営業収益は 1,240 億円、営

業利益は 280 億円、純利益は 190 億円、
EBITDA は 476 億円と予想しており、増
収増益の上方修正となっている。

ソニーのカメラがスーパーボールで活躍ソニーのカメラがスーパーボールで活躍

　よく知られているが、ソニーは NFL（ア
メリカンフットボールリーグ）の公式なパー
トナーになっている。この関係で、2 月
9 日にルイジアナ州ニューオルリーンズの
シーザーズ・スーパードームで開催された

「第 59 回スーパーボール」の試合、ハーフ
タイムショー、インタビューなどで使用す
るカメラや関連資材を提供した。
　同社の 1 月 30 日の報道発表によれば、
公式放送局の FOX スポーツが利用した主
なカメラは、次の通りである。
HDC broadcast camera 97 台
FR7 Cinema Line PTZ camera 1 台
FX6 Cinemaline camera 3 台
Alpha 7 Ⅲ Mirrorless camera 1 台
VENICE 2 Full-frame Digital cinema 
camera 1 台
　一方、ハーフタイムショーの制作を請け
負った Funicular Goats 社は、VENICE 2 
デジタルシネマカメラをメーンカメラとし
て採用した。
　なお、試合の結果は、フィラデルフィア・
イーグルス（ナショナル・カンファレンス
東地区 1 位）がチーフス（アメリカン・カ
ンファレンス西地区 1 位）を 40 対 22 の
大差で破り王座に輝いた。イーグルスに
とっては、7 季ぶり 2 度目の優勝で、ク
オーターバックのハーツが MVP に選ばれ
ている。恒例のハーフタイムショーには、
ソロ・ラッパーとして評判のケンドリッ
ク・ラマーが登場してファンを魅了した。
視聴者のピークについては、Fox Sports、
Fox Deportes、Tubi、Telemundo、NFL 
Digital Properties を合わせ過去最高の 1
億 3770 万に達したと報じられている。
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tions が開発中のデータリレー衛星の衛星
間光通用に採用され、Telesat 社が製作中
の「Lightspeed」コンステレーション衛
星のも組み込まれている。

　上述した 3 社以外にトップ 10 として
リストされたのは、AST SpaceMobile、
Blue Origin、Intuitive Machines、Lo-
gos Space、SpaceX、Aalyria、hiSky
の 7 社である。
　AST SpaceMobile 社は、同社が打ち上
げる「BlueBird」衛星で、衛星とスマホ間
の直接通信の実用化を目指している。すで
に Vodafone、Verizon、AT&T、 楽 天 モ
バイルなどと提携して実用化に向かってい
る点が評価されたようだ。
　Blue Origin 社は、「New Glenn」ロケッ
トを軌道に乗せ SpaceX に対抗する構え
を見せている。1
月 に 初 号 ロ ケ ッ
ト、「New Glenn 
NG1」 の 打 ち 上
げに成功して軌道
に 乗 り つ つ あ る。
Amazon Project 
K u i p e r 、 A S T 
SpaceMobi le、
MASA などの顧客
をすでに抱えてお
り、アメリカの衛
星打ち上げ業界の

写真 1　 フィンランドの ICEYE 社は、1 月に同社が誇る合成開口レーダ衛星を打ち上げて注目
を集めた。（出典：iceye.com）

写真 2　 中 国 の Shanghai Spacesail Technologies 社 は、1 月 に 18 機 の「Thousand 
Sail」衛星を打ち上げた。（出典：cascapital.cn）

Naoakira Kamiya　
衛星システム総研　代表　

日本衛星ビジネス協会　理事　

ハイビジョン伝送・災害・報道・海外派遣

 

「驚愕の超小型平面アンテナ！」
スタンダードなＳＣＰＣでのＳＮＧモデルに加え２０２０年
７月に新しくスタートしたスカパーＪＳＡＴ社の新サービス
「Ｓａｔ-Ｑ」モデルもラインナップ。お客様の運用にマッチ
した利用が簡単にできます。放送などのＨＤ映像伝送・災害
通信・海外通信・企業のＢＣＰ向けなど幅広く利用可能です。

＜SATCUBEアンテナの特長＞

■47cm x 30cm x 5.5cmビジネスバッグに入ります！
■SCPCモデル・Sat-Qモデル・各種あり
■災害/報道/海外派遣映像音声伝送インターネット接続/ハイビジョン伝送可能
■わずか１分で通信可能組立不要・工具不要
■衛星捕捉は内蔵ディスプレイのアシスト機能で素早く簡単
■航空機持込可能バッテリーで運用可（約３時間運用可能）
■運用中のバッテリー交換可（ホットスワップ対応）
■モバイル中継装置（TVU・Live U・スマテレ等）と連携可

エーティコミュニケーションズ株式会社 〒151-0051 東京都渋谷区千駄ヶ谷3-55-14
TEL：03-5772-9125  http://www.bizsat.jp

注視の的になっていると言える。
Intuitive Machines 社は、昨年同社の「Od-
ysseus」と名付けられた着陸船が、月の南
極への軟着陸に成功して一躍有名になった。
さらに同社は、Nokia と組んで月面でのセ
ルラーネットワークや月と地球間のデータ
リレー衛星の開発を行っており、業界の期
待を背負っている。
　Logos Space社は、昨年11月に3,960
機の LEO 衛星コンステレーション計画の申
請を FCC に提出して業界を驚かせた。Ka
バンド、Q/V バンド、E バンドを駆使する
衛星で、ジャミングに耐えられるというの
がウリである。

2025年の最もホットな衛星事業者2025年の最もホットな衛星事業者

　本稿執筆中の 2 月 18 日に世界で最も
権威のある業界誌「Via Satellite」が、今
年世界で最も注目される衛星業界における
トップ 10 を発表した。さすが世界に知れ
渡る専門誌らしく、日本のスカパー JSAT、
フィンランドの ICEYE、ドイツの Tesat、
イスラエルの hiSky などをトップ 10 に組
み入れている。
　スカパー JSAT 社に対する評価のポ
イ ン ト は、Space Compass や Orbital 
Lazers の設立、AALTO HAPS や Planet 
Pelican 衛星への先行投資、エアバスや
タレスアレニアスペースが開発した SDS

（Software Defined Satellite）の発注な
どである。
　ICEYE 社は、SAR（合成開口レーダ）観
測衛星の世界最大のオペレーターというこ
とで評価された。特に注目を浴びたのは、
ウクライナの防衛省への観測イメージの提
供とアラブ首長国連邦の Space42 社との
業務提携による国際展開である。
　Tesat 社は、光衛星通信用の通信端末
のメーカーとして高い評価を得ている。具
体的には、米宇宙開発局が推進する Prolif-
erated Warfighter Space Architecture
向けの契約者として名を連ねている York 
Space Systems や SpaceX 社の衛星に
搭載された。また、Kepler Communica-


